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研究成果の概要（和文）：位相Ｘ線顕微鏡という新しいイメージング法を用いて、世界で唯一の研究利用可能な
ヒト胚標本（京都コレクション）の撮像と解析を行った。従来のイメージング法に比べ、高解像度での撮像シス
テムを確立することができた。得られた画像を用いて、世界で初めて、気管の分岐や視覚器の立体的位置関係に
ついて三次元立体化し、数理的解析を行った。

研究成果の概要（英文）：Using the new imaging method called phase-contrast X-ray computed 
tomography, the human embryo specimens called Kyoto Collection were imaged and analyzed with 
high-resolution, compared with the conventional imaging method such as magnetic resonance 
microscopy. Using the obtained 3D data, 3D reconstruction and visualization were performed, and the 
morphogenesis such as branching of respiratory pathway and the positional relationship among the 
eye, the optic nerve and the chiasma has been analyzed morphometrically.

研究分野： 解剖学

キーワード： 発生学　画像解剖学
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図 5 胚子、胎児の外表と視覚器の立体像 
   CS17,21,23 の胚子期と胎児期初期を表している。 
   点線は頭蓋面(左右の嗅球と下垂体後葉の下端を含む平面)を示している。 
 

 
 
図 6 胚子、胎児の外表と視覚器の立体像 
   CS21,23 の胚子期と胎児期初期を表している。 
   ●は視神経と脳実質との交点(X)を表している。 
 

2） 3 次元的解析 
① 頭部横径に対する水晶体中心間距離 

 CRL に対する頭部横径 LA と水晶体中心間距離 LB の変化を図 7 に、頭部横径に対

する水晶体中心間距離の比 B/A の変化を図 8 に表した。 
 CRL と左右の頭部横径と水晶体中心間距離とは相関があり直線的に増加していた
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